
しただの郷学園 

下田中学校便り第12号 
令和 4年３月 22日発行 

 

 

 

 

文責 校長 小林貴英 

自ら学び 豊かな心で 
たくましく生きる生徒 
 

 

第３６回卒業証書授与式 
 

卒業を祝う在校生の気持ちがあふ

れ出る卒業式でした。玄関、下駄箱、

階段、廊下、教室内。校内のいたる

ところの装飾が、卒業生の旅立ちを

祝福していました。会場では在校生

の立派な姿がありました。在校生は

保護者の後ろに位置するため、その

姿は誰にも見られることはありませ

んが、しっかりした礼法により会場

全体を厳粛な空間にしました。この規律ある姿勢は、卒業生がこれまで全校を正しくリー

ドしてきたことの成果です。そして、当日も卒業生の凛々しい姿があったことで、下田中

の良き伝統が引き継がれたと感じました。 

感染症対策のため卒業生の歌声は聞けませんでしたが、練習を積んできたピアノ伴奏は

会場に響かせることができました。卒業生は、この仲間が奏でるピアノを聴きながら卒業

していきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

ホームページではカラーでご覧いただけます。 

答辞 

生徒会長 

生徒会スローガン「新天地 -限界を超えまだ

見ぬ場所へ‐」･･･ 体育祭 限られた条件の中、

できることを精いっぱいやろうと一丸とな

り ･･･ それは、軍を超え、下中生の絆を ･･･ 

限界を超えて新天地を見ることができたと思

っています。 

在校生の皆さん、これからは皆さんが下田中

学校の伝統を築いていく番です。さらに新たな

景色を見ることができると信じています。 

保護者、地域の皆様、今年度の下田中学校の発展にお力添えをいただいた

ことに感謝申し上げます。令和４年度も引き続き、応援をお願いいたします。 

新年度に向けて、学校、生徒会、部活動、各個人が動き出しています。 

もうすぐ、暖かさとともに新入生がやって来ます。春が待ち遠しいです。 

令和３年度が終わります。ありがとうございました。 
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第６回しただ地域資源発掘コンテスト 主催：NPO法人ソーシャルファームさんじょう 
 
校内で選抜した“ふるさと学習発表会作品（プレゼン資料）”をコンテストに応募しまし

た。私も審査員の一人として審査会に参加しました。審査員の方々は、きれいに仕上げた

プレゼン資料に驚くとともに、下田資源への着眼点や新鮮なアイデアに感心していました。 

「大人は思いつかないすごいアイデアだ」「もう一歩踏み込んだ内容になるといいのにな」

「たくさんの作品を多くの人に知ってほしい」「タブレットを使って上手にまとめてある」

「下田を見つめる姿勢を持ち続けてほしい」といった感想が聞かれました。 

 以下に、審査員のコメントとともに入賞作品を紹介します。 
 
●中学生部門個人の部金賞 

2年生 K さん 

「雨生ヶ池の大蛇伝説の漫画」 

下田地域の中でも大蛇伝説を知らない人が多

い。それを漫画で分かりやすく周知できるの

は良い。 

2年生 S さん 

「下田笹団子の中身」 

あんこが好きではない、でも下田の笹団子の

おいしさを味わいたい。ならば中身を替えて

しまおうという発想が良い。 

2年生 O さん 

「下田カード」 

下田の特徴を１枚ずつカードに描き、表すこ

とで分かりやすく PRできるのが良い。宣伝ツ

ールとして汎用性が高い。 

2年生 U さん 

「古民家の再利用方法」 

古民家に図書館をつくり、地元の大谷地和紙

を使用したブックカバーをつくるなど下田な

らではの資源を活用するアイデアが良い。 

2年生 S さん 

「山菜を使った下田だけの料理を作る」 

下田の山菜の中でもアザミに着目したところ

が良い。山菜が苦手な人にも美味しく食べて

もらう提案が良い。 

3年生 O さん 

「たんぼを食べる」 

代掻きで発生する田んぼの様子をミルフィー

ユ状に見立て、スイーツで再現しようとして

いる所に魅力を感じた。 

3年生 W さん 

「下田の水」 

下田地域に昔からある豊かできれいな水。普

遍的なものに改めて着目し、その利活用につ

いての新たなアイデアが良い。 
 
●中学生部門団体の部金賞 

3年生 S さん、K さん、A さん 

「自然を活かした地域おこし 人が集まるレ

ジャー施設」 

プレゼン力が高く読みやすい。下田に足りな

いアクティビティに着目。それを拡充すると

下田は観光地として魅力的になると思う。 
 

S さんが考案したチョコレート笹団子をサンファーム三条さんが製品化したものを、入

賞者への商品としました。 

 K さんの雨生の大蛇伝説漫画は、声優によるセリフを付けた作品としてネット配信する

予定です。（本人、ご家族、市教委の了解を得ています。） 
 
 

 

 

 

３月２７日（日）１０時～１６時 

旧荒沢小学校において、コンテスト入賞作品が展示されます。※２月末に配付された

地域おこし協力隊しただチーム活動報告イベントのチラシにも記載されています。 

＊製品化やネット配信の企画・実施はすべて主催者によるものです。 

まごいがいけ 
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